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「日本研究のための歴史情報」
プロジェクト

法学、政治学、経済学で扱う
歴史資料（明治～占領期）のDB化と研究利活用

• 『人事興信録』データベース
• 「SCAPIN」データベース
• 『法律新聞』データベース
• 裁判例データベース(明治・大正編)

http://jahis.law.nagoya-u.ac.jp/





テキストデータの重視
デジタルデータ

• 画像データ
• テキストデータ

テキストデータの利用価値は高い
• 全文検索
• テキストマイニング

→ 書籍や画像とは異なるレベルの研究手法



明治～占領期の資料の
テキストデータ

ほとんど作られていない！！

• 当時の印刷技術
• 資料の経年変化
• 旧字体
↓
• OCRの精度が低い
• 校正に知識が必要
↓
高コスト化



テキストデータ作成の問題点

『人事興信録』第四版：
本文1992頁、1頁あたり約2300文字
大規模なテキスト化を受注可能な信頼できる業者
の選定
コストの抑制

「SCAPIN」
原本の印字が不鮮明なもの、文書全体がかすれてほ
とんど読めないものなどを含む2635件の文書
量よりも原資料の質が問題
（OCRができないと、コストの増大につながる）



テキストデータ作成の方法

『人事興信録』
株式会社凸版印刷「高精度全文テキスト化サービス」
を利用（作業現場も見学の上で決定）

「SCAPIN」
OCRによる元データの精度によって方法を選択
• 活字化した資料があるもの→ 外注
• OCRの結果が良いもの→ 外注
• OCRの結果が悪いもの→ 専門の研究員による手入力
校正の底本は国会図書館所蔵版に統一



テキストデータと画像データ
の位置づけ
テキストデータとしての活用を重視

• テキストデータの精度は、99.98%以上
• 字体や体裁の再現にはこだわらない

漢字の字体については、JIS第四水準の範囲内
作成コストやテキスト処理の負担を軽減

画像データの役割
• 体裁などの原本の確認

テキストと原本を照合できるよう、データベース
上では、ページ単位あるいは文書単位で、原資料
の画像を簡単に確認できるようにしている



人事興信録研究におけるDB

テキスト処理によって
分解・抽出された情報を
確認するための共通基盤

データベース

統計分析
資料の特徴分析

政治史研究
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人事興信録DBの特徴・機能

• 細かい検索項目
• 新字体・旧字体の差異があってもマッチング可能
• 氏名に特有な差異（「渡邉」と「渡邊」など）が
あってもマッチング可能

• 『人事興信録』に採録されている親や兄弟を表示







SCAPIN研究におけるDB

SCAPINは、内容自体があまり知られていない
↓
データベースの目的：検索して内容を読むこと
様々な角度から内容を読解できるように資料を関連付け
している
• 資料で明示されている関連SCAPINへのアクセス
• 日本語訳資料
• 判明した具体的な立法との関係
• 『日本管理法令研究』に示されている、管理法令日
誌の同日の日付の出来事を表示





おわりに
課題
明治～占領期については、多くの資料がテキストデータ化
されていない
法律の基本資料である官報や帝国議会議事録すら、テキ
ストデータにはなっていない

付記
トライアル版として『人事興信録』第八版を加えたデータ
ベースを公開しています（4月正式リリース予定）
http://jahis.law.nagoya-u.ac.jp/who/search/
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